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意 見 対応(戦略骨子案への反映箇所) 
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姿
・
戦
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視
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１ ○訪日観光領域の取り組みを見ればこの

５年間、国の誘客の成果に対して、現

場の地域が稼げなかった結果があるた

め、この現実に対して危機意識を持つ

ことが大事。 

（P.1）２ 発想の転換 

「単に観光客を呼び込み、交流人口を増やすとい

う従来型の取組にとどまらず、観光により地域に

富を生み出すという意識への転換、徹底が必要」 

「地域資源を発掘、磨き上げて、旅行者が行って

みたくなる旅行商品・サービスを旅行の着地であ

る地域がつくり、来訪者に満足してもらい、また

来てもらうといった流れ、地域主導の着地型観光

の実践が求められる」と記載 

（P.2）３ 体制の転換 

「民間の柔軟な発想にたって、多様なステークホ

ルダーとの緊密なネットワークを構築して様々

な事業を推進する」と記載 

（P.11）１ めざす姿（ビジョン） 

「本戦略では、『地域主導の着地型観光の実践』

と『観光地域づくりを目指すＤＭＯの取組推進』

という新たな視点に立って取組を進める」と記載 

（P.11）３ 戦略の視点 

「③質の高い快適な受入れ環境が整備されてお

り、来訪者の満足度とともに、地域の住民の満足

度が高まっている。」と記載 

２ ○戦略目標について、「定住人口減に伴う

消費額減少のカバー」では、直接的で

夢のない表現であるため再検討すべ

き。また、これに代わる観光の｢質｣の

目標を設定すべき。 

３ 

 

○観光客が増えることで、仕事が増え、

定住人口の流出を防ぎ、暮らしの質が

上がるという考え方にすればいいので

はないか。 

対
象
期
間 

４ 

 

○10数年の期間で、兵庫県は全国平均を

上回るという高付加価値を作っていけ

るかということを中期的に考えなけれ

ばいけないため、3年ではなく5年、あ

るいは2030年という国の目標に対し

て、短期と中期の計画をしっかりと策

定する必要がある。 

（P.11）２ 対象期間 

「今後３年間のゴールデンスポーツイヤーズか

ら、さらには2025年の大阪・関西万博へと続く６

年間は、兵庫の観光が新たな時代に踏み出す大き

な機会となるであろうことを見据え、本戦略が目

指す『世界に誇るデスティネーション兵庫』の実

現は2025年度を目標とする。」 

「本戦略では、これに向けて、2020年度～2022年

度の前半３ケ年を対象期間として、具体的な取組

を示す。」と記載 

５ 

 

○期間に関しては、2025年まで見る必要

がある。取り組みは、インバウンドの

状況は毎年変わるので、見直しは毎年

する必要がある。 

 

役
割
分
担 

６ 

 

○地域の事業者や県民とともに戦略を推

進するという視点についても考慮すべ

き。 

 

（P.16）５(1)ひょうご観光本部の役割 

「ひょうご観光本部は、兵庫県域全体での観光振

興の中核となるべき地域連携ＤＭＯを目指し、各

主体と協働して事業展開するための『地域連携プ

ラットフォーム』になるとともに、行政区分や官

民の枠にとらわれず、自らもプロジェクトを企

画、新たな事業にチャレンジ」と記載 

 

７ 

 

○ひょうご観光本部の役割は、兵庫五国

をいかにしてつないでいくか。 

第１回ひょうごツーリズム戦略推進会議における意見への対応 

資料３ 
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プ
ロ
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８ 

 

○インバウンドのターゲット国は兵庫県

として設定するのではなく、ゴールデ

ンルートはこうだが、それ以外の地域

はこうというような設定もするべきで

はないか。 

（P.12）(1)重点市場へのプロモーション 

②訪日外国人旅行者 

「訪日外国人旅行者の動態調査、県内主要観光

地・宿泊地の魅力度調査（満足度やリピーター率）

などのデータ分析を継続実施しながら、重点市場

の特性（国地域別の興味・関心と地域のコンテン

ツとの親和性、消費傾向など）を考慮して具体の

プロモーションを絞り込み」と記載 

９ 

 

○訪日外国人の消費額を高めることにつ

いては、消費額のどの項目を高めるか

を考えなければいけない。 

10 

 

○兵庫県は城崎、有馬、神戸などを日本

人に十分プロモーションできているの

か。日本人旅行者の拡大も必要ではな

いか。 

（P.3）２(1)日本旅行者 

「日本人旅行者のマーケットは縮小傾向にある

と言わざるを得ないが、2018年の宿泊者全体に占

める日本人旅行者の割合は83％と太宗を占めて

おり、依然として観光産業は日本人の国内旅行に

支えられている」と記載 
11 

 

○インバウンドは重要であるが、日本人

旅行者の拡大に関しても、兵庫五国の

広域性を踏まえた県内交流拡大などに

ついて、インバウンドとともに重視す

る必要がある。 

12 

 

○関東に住んでいるが、但馬エリアのこ

とは全く知らなかった。地方都市の方

達になぜ、外国人観光客を誘致したい

のかと問うと、日本人はこれから少子

高齢化が進み、すでに日本人観光客が

減っているため外国人観光客を誘客し

たいと答えるが、きちんと日本人に情

報発信できているのだろうか。 

（P.12）(1)重点市場へのプロモーション 

②日本人旅行者 

「これまで10年間の「あいたい兵庫」で蓄積され

てきた有力コンテンツのブランド化を推進」 

「兵庫県観光公式サイト「HyoGO！ナビ」などを

活用し、発信情報のデジタル化とデジタルマーケ

ティングを推進」と記載 

 

（P.12）(1)重点市場へのプロモーション 

②日本人旅行者 

「兵庫五国の魅力を知ってもらうため、「United 

5koku of Hyogo（兵庫五国連邦）」プロジェクト

との連携などによる国内市場向け認知度の向上」

と記載 

 

（P.13）(1)重点市場へのプロモーション 

[新たな取組案] 

・「あいたい兵庫」のプロモーションの新展開 

有力コンテンツのブランド化推進（五国豊城 

＆五国豊穣兵庫、サイクリング兵庫など） 

「United 5koku of Hyogo(兵庫五国連邦）」 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの連携など話題喚起するＰＲ 

ＳＮＳなど口コミ情報の発信強化 

と記載 

13 

 

○兵庫県の強さは五国の広域性なので、

足元の交流人口、日本人の交流人口を

より重視しておかなければいけない。 

14 

 

○私たちが思っている以上に、私たちは

知られていないという現実を見据え

て、地元愛を発信していくことを中心

に考えている。 

15 

 

○県内の人が五国の良さを知っているか

というとなかなか知らないと思う。リ

ピーター率を上げるために、もっと県

内交流を促進するという目的があって

もいいのではないか。 

16 

 

○１年に何回も訪れてもらう、リピータ

ーづくり、ファンづくりが重要になっ

てくる。２回、３回と来ていただける

ファンづくりに取り組むことが質の評

価につながるのではないか。 

17 

 

○東京オリンピック期間中の来場者

1,000万人に向けて、他の自治体では

様々なPRへの動きがある。短期の目標

として、来年のオリンピック期間中に、

兵庫の地場産業をPRするヘッドクウォ

ーター的なものを設置してほしい。 

 

（P.13）(2)兵庫ゲートウェイへのアプローチ 

[新たな取組案] 

「東京オリンピック・パラリンピックにあわせた

首都圏向けプロモーションの強化」と記載 

 

※具体の手法は、今後の施策展開において引き続

き検討 
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18 

 

○ゴールデンスポーツイヤーズに対して

具体的に考えながら、医療産業（ヘル

スツーリズム）なども入ってくると思

う。 

(P.14)(3)観光ビジネスの創出・育成 

「大阪・関西万博のテーマ『健康･長寿』を踏ま

え、神戸医療産業都市の集積を生かした健診･検

査などのヘルスツーリズムや、ゴルフリゾート・

スノーリゾートなど、地域の観光ビジネス事業者

育成につながるツーリズムを推進」と記載 

19 

 

○京丹後鉄道や観光型MaaSを手掛けるウ

ィーラーのようなプラットフォーマー

になりたい事業者が現れたときにどう

連携するかが大切。 

(P.13・14)(3)観光ビジネスの創出・育成 

「地域の産業、消費の活性化を図るため・・・（中

略）・・・幅広い分野のプレーヤーや金融機関等

のサポーターとパートナーシップを強化し、観光

プロダクツ・サービスの開発を通じて､インバウ

ンドを中核とした新たな事業機会の創出､観光ビ

ジネス事業者の育成を図る」 

「観光事業者のアイデア具現化、マッチングする

ための環境を整備（プラットフォームづくり、共

同事業化、補助など）するほか、新たな観光拠点

開発などに向けた民間事業者とのコラボレーシ

ョンを検討」と記載 

20 

 

○スキー場運営業者で夏をどう生かすか

という観点で様々なビジネスを考えて

いる事業者がある。兵庫県は北にも南

にも広く、恵まれているので、そうし

た事業者の動きも踏まえた目標設定も

いいのではないか。 

受
入
環
境
の
整
備
促
進 

21 

 

○木場のヨットハーバーに、直島から船

でやってくる富裕層外国人が姫路城の

ほか、どこか見てまわりたいので、地

元の人にいい場所を教えてほしいとい

うリクエストがあったが、そこで活躍

するのが地元のタクシーと地元の観光

ガイド。重要なのは地元のコーディネ

ート力。 

(P.14)(4)観光客受入基盤の整備 

「観光地域づくりのプロジェクトマネージャー

やローカルガイド、おもてなし人材など地域で活

躍する観光人材の育成やマッチングを支援」と記

載 

22 

 

○これまでのツーリズム戦略に、観光業

界の人材不足対策があったが、人材対

策についても盛り込んでもらいたい。 

 

観
光
地
の
魅
力
向
上 

 

23 

 

○スポーツ庁が昨年３月にまとめた資料

（「スポーツツーリズム需要拡大戦

略」）によると、日本に来てやってみた

いスポーツとして圧倒的に人気が高い

のが武道であった。県内には県立武道

館のような施設があるので、武道ツー

リズムを検討に加えてほしい。 

（P.15）(6)観光地魅力コンテンツの創出 

[新たな取組案] 

「コト消費やヒト消費を喚起する体験型プログ

ラムの開発とネットワーク化（市町・観光協会と

タイアップした伴走型の開発サポート、コンテン

ツと宿泊地をつなぐ周遊プランの提案）」 

 

<プログラムテーマ例> 

自然：多自然地域での兵庫ならではの暮らし体験

旅行（古民家宿泊・農泊、里の料理、農業・

農園体験、体験学習など） 

健康：温泉めぐり、森林浴、ガストロノミーツア

ー･酒蔵見学など食を絡めた体験 

ｽﾎﾟｰﾂ：柔道、剣道、弓道、薙刀(なぎなた)など

の武道体験 

と記載 

24 

 

○フランス柔道の父と呼ばれる川石酒造

之助は、灘菊酒造の蔵元でもあるので、

酒文化も組み込んでいければよい。 

25 

 

○豊岡では、子供の体験に力を入れてお
り、単なる修学旅行ではなく、塩づく
りや干物づくり体験が健康や食育にも
つながる観光としている。 

○臨海学校で訪れた後、仲間、恋人、家
族、孫など三世代に亘ってやってくる
という時代になっている。 

26 

 

〇静岡県清水港に停泊する客船が増えて

いるが富士山とｱｳﾄﾚｯﾄを目的に来てい

る。地元には富士山は当たり前と思わ

れていたが、改めて世界的な富士山と

認識した。世界に通用する兵庫を代表

するコンテンツをつくるのが大切。 

（P.7）４(1)兵庫五国の多彩な観光資源 

「兵庫県の特長である多様性の魅力を活かし切

るには、世界に通用する兵庫を代表するコンテン

ツを目標に、変化に富んだ自然と近接する都市で

の両方の観光を楽しめる旅行など、旅行プログラ

ムやサービスを提案していく必要」と記載 
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○満足度として、観光客が来てくれるよ

うになって地元住民がよかったと思え

るかも一つの指標かと思う。 

○満足度調査は「満足ですか」と聞くだ

けでなく、JCSI（「日本生産性本部」）

を参考にするとよいが「人に勧めます

か」、「もう一回来ますか」などを聞き

取る。 

○満足度評価では満足したかを聞くこと

は当然だが、不満足についても聞き、

不満足度が何％で、それをどうやって

低下させていくかが重要。 

○リピーターの割合が高くなれば全体と

して満足度は上がるが、新しく知って

もらうと初めての方の割合が高くなる

ため満足度は下がる。どこが最適かと

いうところを見ていかなければならな

い。 

今後、数値目標設定について、引き続き検討 

28 

 

〇2030年の国の目標に対して、数字の議

論をマクロで考えながら、ミクロとし

てエリアの課題、テーマの課題を考え

ていく戦略作りの場であるため、戦術

にあまり関わってしまうと小さな数字

で終わってしまう。 

今後、数値目標設定、新たな施策展開について、

引き続き検討 

29 

 

 

○定住人口、消費額が減少するのであれ

ば、インバウンドの観光客から直近の

全国平均消費単価157,000円を越える

素材が兵庫県にあるかという分析をし

て、兵庫県として中期目標の中で20万

円、あるいは2030年の25万円を視野に、

最低でも全国平均ベースにしていくこ

とが必要。 

施

策

展

開 

30 

 

 

○市民を観光に関わらせるのは難しい

が、各県民局の戦略会議に関わってく

ることかと思うので、地元の声を吸い

上げてほしい。 

今後、地域の施策との連携について、引き続き検

討 


